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名盤探偵隊 ④ 

今回の「名盤探偵隊」は、おそらく誰も知らないだろう。けれども滝には、と

ても大切な１枚。そんなアルバムを紹介したい。 

『渡辺美里「ｅｙｅｓ」（１９８５年１０月発売）』 

 滝が高３の秋、部屋のラジオから、その年の暮れに開局されるＦＭ横浜の試験

放送が流れていた。その中に若い女性の曲が５曲かかっていた。「このパンチがあ

る歌声はなんだ」と思い、色々と探してみたら、それが渡辺美里（当時１９才）

のファーストアルバム「ｅｙｅｓ」だった。 

 美里と言えば「マイレボリューション」だが、これはそれが発売される直前の

アルバムだ。 

その後、美里は「マイレボリューション」をヒットさせ、その（８６年）夏か

ら２０年連続、西武スタジアムライブをやる事になる（美里にとっても、そして

滝にとっても大人への扉を開く時の１枚と言ってもいいのかもしれない）。 

 アルバム全体を見ていく。まず、美里の澄み渡る声が何層にもかさなる３２秒

間のコーラスのトラックで始まる。その後すぐに「ＧＲＯＷＩＮＵＰ」というパ

ンチがある曲へと続いていく。そのあとも「１８才のライブ」「ｅｙｅｓ」など、

これは１９才の美里の等身大そのものだ。 

 次にタイトルトラックの「ｅｙｅｓ」を見ていく。この曲にはいくつか心に残

っている歌詞がある。それをいくつか書いてみる「工事現場にはビルディング、

ずっと待つだけじゃダメさ、街はさりげなく教えていた」「なにが大事なことなの

か目を閉じないで確かめたい」「朝は、誰にも新しい一日を用意している」 

ただ並べても分からないかもしれない。けれど、この歌詞、滝が社会人として

歩んできた中で、いつも自分の中のどこかにあったような気がして仕方がない。 
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『ＴＨＥ極み』〜人生の楽しみ方〜 今井邦治さん 

 今回は、傷害保険で２０年以上お世話になっている今井さんに取材する事にし

た。毎日、電動車椅子で動いている滝は、時にはアーケード街のガラスを割って

しまったり、自転車とぶつかってしまう事があった。そんな時でも一生懸命に対

応してくれる今井さん。本当に頼れる方なんです。 

 一方、趣味も豊富な方で、ギターに山登りにオートバイ。取材させてもらって

いても面白かったです。 

 

【仕事の話】 

滝：今日はよろしくお願いします。早速ですが、何故、今の保険の仕事に就いた 

んですか。 

今井：僕が３９才の頃、それまで経営していたアパレル会社が倒産し、失業して 

しまった。それで「なにか仕事ないかな」と探していたけれど、なんにもな

かった。たまたま保険会社が研修生を募集していると新聞で見た。その募集

には、月給が４０万円と書いてあった。それで保険会社に入った（簡単な話）。

けれども、その４０万円は、始めの半年間だけだった。その後は急に歩合制

になった。だから半分以下になってしまった。 

滝: 保険の営業の面白いところは？ 

今井：いろんな人に会える事。営業でいろんなところに行ってるからこそ、いろ 

んな人に会える。その中でも大切な人に会っているよね。 

滝;大変なところは？ 

今井：営業は全部大変だよね。特に、保険の仕事だから人を裏切ったらいけない。 

売る事も大切だけど、そこからの事故に対応するという事が大変だよね、

色々なケースがあるから。 

そもそも事故というのはトラブルだから、その人がすごく困っている事に 

対応していく訳だ。なにか役に立ちたいと思っているんだけど、困っている

様子を見ると、こちらまで同調しちゃうんだよね。それが厳しいんだよね。

心が。 

   事故の対応とか結果がうまくいって、お客さんが喜んでくれて、「ありがと 

う」と言われた時は嬉しいね。 

 

【趣味の話】 

 滝: ギターの話から聞かせて下さい。 

今井：趣味は音楽。ギター、ベース、ハーモニカはいつも車に積んである。 

ブルースハープという小さなハーモニカなんだけど、今日も車に乗っていて、 

信号が赤でずっと並んで暇な時は練習していた。丁度コンポに入っていたＣ 

Ｄの曲を練習していた。 
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滝：それは、なんの曲？ 

今井：今日は、１９６０年代のアメリカのポップス「テネシーワルツ」。聞いて「い

いな」と思うと弾けるようになりたいんだよね。うまくいかないのに。 

よく今バーチャル体験と言って、本当にはやらないんだけど、パソコン上

でやって、やった気になっちゃうというのが流行っているけれど、そういう

のは大嫌い。自分で本当にやりたいんだよ。 

ギター弾いて格好良くなりたいのよ。全然格好良くなれないんだけど。そ 

ういう風にやっていると同じように好きな人がポツポツといるんだよね。それ

で「一緒にやってみようか」と集まってやっている。 

  

 滝:山登りはどうですか? 

今井:家が伊勢原だから、家から見ると大山とか、色々な山が見える。それを見て

「あそこ登ったもんな」というふうにしたいんだ。そう思ったら色々な山

に登らないとならなくなった。大体見える範囲の山は登ったかな。大山に

は、直線で登れる道がある。それは滝と沢で必死に登った。おっかなかっ

たけれど我慢して。 

   山に登ると疲れる。だけど登っている最中は「またまだ先だから、まだ先

に行かなきゃ」とか、登ったら「眺めがきれいだな」と、それだけ考えれば

いいんだね。営業の事、考えなくても済むから、それがいい。 

 滝：１ヵ月に何回ぐらい、登られているんですか。 

今井：昔は結構登っていたけれど、今は、１ヵ月に一度ぐらいは登りたいと思っ 

ている。実際はそんなに登れないんだけど、1ヵ月に一度登るのが目標。 

 滝：どんな、お仲間と登っているんですか。 

今井：高校の同級生と。マラソンと山登りはみんな疲れるから嫌がるんだよね。 

でも不思議に５人、山岳部でもないのに、山が好きだって集まって登って 

いる。高校の時の友達と登っていると高校生に戻っちゃうんだよね。 

 

滝:最後に、今井さんの大好きなオートバイの話を聞かせて下さい。 

今井：バイクは高校の時から乗っているんだけど、色々乗った。高校の時が一番

楽しかった。子供が出来てから、しばらく乗れなかったけど、それが忘れ

られなかった。 

１２年前に、高校の時（今から５０年前）に発売されたバイクが見つかっ

た。そのバイクは欲しくて欲しくて仕方がなかった。でも買える訳がなかっ

た。それが東林間のバイク屋に売っていた。それを見に行ったら、もう売れ

ちゃっていて、「乗りたかったな」と思って店のおじさんに（そのバイクは

ＸＳって言うんだけど）「もう、６５０XSないの」って聞いたら、「持ってい

る人知っているから、乗るんだったら、買ってくるよ」って言ってくれたか

ら、つい「お願いします」って言っちゃったんだ。 
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そしたら秋田県に７台持っている人がいて、それを売ってくれる事になっ

た。もう嬉しくて嬉しくて、昔の憧れだったから、昔の親友に会ったみたい

で、本当に嬉しかった。だけど１０年以上そのまま放置してあったから全然

調子が出ない。 

 滝：でも、自分でバイクをいじるのも楽しいのでは？ 

今井：楽しいんだけど、最初の状態だと難し過ぎて手がつけられなくて、 

やったけれど全然うまくいかなかった。 

ある日、海老名で走っていたらバイクが止まってしまった。いくらエンジ

ンをかけようとキックしても動かない。後ろには車も並んできて「ヤバイな」

と思って、渾身のキックをジャンプして死ぬ気でやった。そしたら、エンジ

ンってピストンの圧縮によってキックが柔らかい時と堅い時があって、思い

切りジャンプしてキックした時、丁度バルブか開いて柔らかい時だったから、

重いと思って体重全部かけてキックしたら足がポーンと向こうに行っちゃ

って、「痛てえ」と思ったら、動けなくなっていた。痛くて痛くて病院に行

ったらアキレス腱切れていた。 

それで半年間ギブス。バイクはその間、古いバイクがいじれるお店に預け

て「半年乗れないから、とにかく動かせるようにして」と頼んで、中の部品

は修理しないで全部新品に取り替えてもらった。 

俺、保険バッチリ入っているから、足のギブスが取れたらバイクも治って

エンジンもかかる。そのバイクはローンで買ったんだけど、保険金で一気に

ローンも払っちゃった。エンジンはかかるわ、ローンは無くなるわで（足は

痛かったけれど）、かえって良かった。 

  それから、故障する所は限られている（三つぐらいのパターンしかない）

って分かってきたから、その三つのパーツは、いつも持っている。それで、

おかしくなったら「おそらくここだろう」って、取り外して新しい部品に取

り替える（結構、大変なんだけど）。 

    昨日は、三浦海岸に行ってきた。三浦岬の食堂に行って揚げ物定食を食

べてきた。同じバイクに乗っている同じ世代の仲間が集まって。色違いだ

けと、バイクはみんな同じなんだ（オレのは赤いの、格好いいでしょ）。江

ノ島に集まって、ジジイばかり９台で行ってきた。 

昔のバイクだから、音が格好いいんだわ。今のバイクは規制がかかってい

て音が出ないんだけど、昔のは「ブアー」って。昔の機械だからコンピュー

ターが全く入っていない分、人間に近いところがある。今のエンジンとかは、

コンピューター制御されてセンサーが付いていてものすごくスムーズだけ

ど、昔のは機械式だから面白い。「こうしたら、こうなって、エンジンが動

く」って感じ。 

キック出来なくなったらエンジンがかからなくて乗れないから、キックか

出来るうちは乗ろうと思う。まだ乗れる! 
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滝: これからの夢は？ 

今井：ずっと働いてきたから、仕事をいつか辞めて、気にしないで遊べた 

らなあと思っている。今、遊びに行っていても電話がかかってきたら対応し

ないといけないから。 
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【美味な話】④『赤城の謎』 

 今までこのコーナーは、滝の思い出を書く事が多かったが、今回は謎になって

いる店を紹介してみたいと思う。 

 それは相模原市中央区千代田にある「とんかつ赤城」だ。元々とんかつ大好き

な滝ではあるが、気になっているには訳がある。それは仕事帰りに店の前を通る

のが、夜の部が始まる５時前。だけれど行列ができている。夕方の５時前なのに! 

 どんなにおいしいのかと、匂いを嗅ぐ事、店をのぞく事は出来る。ただ、その

店は趣きがあるのだが、段差があり狭く、電動車椅子の滝には入れないのだ。 

 実は、このナイアガラタイムスを立ち上げるための企画書をつくった 1年前、「赤

城の謎」というコラムを書こうとしていたんだ。ネットで調べたら、ものすごく

おいしそうでメニューも豊富。これは、なんとしても記事にしたいと思い企画す

る事にした。けれど店の中には入れない。 

これはどうしたもんだと思っていたら、その店はテイクアウトもやっている。

今のコロナ禍の時、丁度いいではないか。けれどテイクアウトしてきた物を一人

で食べても面白くもなんともないし、絵にもならない。これは滝のオフィスのメ

ンバー達と「とんかつパーティ」だ。 

という事で昨日「とんかつパーティー」を開いた。お店の方も頑張って下さり、

一人 1000円の予算だったのに、ものすごく豪華なオードブル。そして一人分にと

り分けても、揚げ物好きの滝でも「こんな量のフライ食べた事ない」という程で

した。味もおいしく、みんな大喜び。素敵なランチタイムでした。 
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                 編集後記 

 

 毎年の事ではあるが、２月の終わり頃になると夜が明けるのが早くなり、朝６時には明る

くなっている。日差しの暖かさも春を感じられてくる。花の香りもどこからともなくしてきて、

ようやく寒い冬が終わるという先が見えてきている。そして新型コロナウイルスからも。ニュ

ースを見ていると医療従事者へのワクチン接種が始まった映像が映し出されている。果たして

これが、どのぐらいのスピードで人々に行き渡って、コロナへの抗体がついて、元の社会に戻

れるかは全く分からない。けれど、なんだか明るい光が見えてきた。そんな気がする。 

 さて、今号の「美味な話」は、とんかつ赤城に協力して頂きました。お店に、半分書き上げ

た原稿を持ってお願いに行った時、「とんかつパーティーですね」と考えて下さって、ものす

ごく素敵なオードブルを作ってもらえた。みんなも大喜び。「これは本当に頑張ってくれたん

だな」と思い、感謝の気持ちを表したくて、翌日、個人的にカツカレーを買って帰った。それ

を家でヘルパーさんに開けてもらったら「これは、一回じゃ無理」と言われ「なんだろう」と

思ったら、半玉分の線キャベツに、２合ぐらいのご飯。さすがの滝も２回に分けて食べました。

本当にこの量が、お店で出されているのだろうか、また謎が生まれた。 

 だけど、肉もやわらかく、味もしっかり付いていて、とにかくおいしいです。揚げ物が好き

な方は、相模原にお越しの際は是非。駅からは結構歩くのですが。 

 そして「ＴＨＥ極み」の取材に協力して下さった今井さん。人って好きな事を話す時、あん

なに楽しそうに話すのだと思う程、オートバイの事を聞いていた時、こちらまで楽しくなりま

した（本文にも書きましたが）。今井さん本当にありがとうございました。 

 もうすぐ桜も咲き、いい季節がやってきます。コロナと共存しながらも、春を思う存分楽し

みましょう。 

 それでは・・・ 
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